
まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
9月定例会予定 

9月 3日（月） 提案説明 
9月 6日（木） 一般質問 
9月 7日（金） 一般質問 
9月11日（火） 質疑 
9月12日（水） 質疑・委員会付託 
9月18日（火） 総務建設常任委員会 
9月20日（木） 文教福祉常任委員会 
9月27日（木） 討論・採決 
※開始時刻は、いずれも午前9時30分から。 
※日程は、変更になる場合があります。 

議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　下小口の身近に落語を演じることを趣味にし
ている方がいることに驚きました。下小口地区
の敬老会で一席披露されましたが、敬老会の余
興で落語は初めてで新鮮でした。 
　これからも頑張ってください。　　（酒井正宗） 

高座にあがる近藤さん 
地元の行事でのお披露目 

♪　芸名は？又芸名の由来は？ 
　芸名は「小豆亭かおなし」と言います。自
宅で飼っている犬の名前からとりました。 

 
 

♪　落語を始めたきっかけは？ 
　子どもが小さいころに、よく本の読み聞か
せをしていましたが、その中に「落語絵本」
というものがあり、落語家風？に読むのが好
きでした。子どもが大きくなり、そういうこ
ともなくなりましたが、3年ほど前にカルチ
ャー教室に落語の講座があったので、50の手
習いで始めました。 
 

♪　落語の発表はどんな場所ですか？ 
　教室の有志で年に2回くらい公共施設や大
須演芸場を借りて、素人落語会をやっています。 

 

♪　落語は趣味ということですが、本業は？ 
　地方公務員です。 

月
定

例
会

 N
o.2

1
6

平
成

3
0

年
7

月
2

7
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議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 丹

羽

　

孝

 
 

鈴

木

義

彦

 

大

竹

伸

一

 

岡

　

孝

夫

 

船

戸

光

夫

 

酒

井

正

宗

 

宮

田

和

美

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

表紙の写真 

　大口南小学校と名古屋市

立白鳥小学校の5年生同士

の交流事業で行われた、堀

尾跡公園での学習会。昭和

41年から始まり、今年で53

回目を迎えました。 

近所の落語家 
近藤 昌利さん 

新体制が始動　正副議長就任のごあいさつほか 
一般質問　「若者の移住・定住促進対策は」ほか 
全議員　政務活動費の使いみち 
議会報告会開催のお知らせ 

～
～

6月9日 堀尾跡公園での学習会 6月9日 堀尾跡公園での学習会 
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委員長　宮田和美 丹羽　勉 

総務建設常任委員会 
委員定数　8人（欠員1人） 

総務部・地域協働部・まちづくり部・産業建設部・会計管理
者等の所管事項の調査、条例・予算などの審査をします。 

委員定数　7人 
健康福祉部・生涯教育部の所管事項の調査、条例・
予算などの審査をします。 

文教福祉常任委員会 総務建設常任委員会 文教福祉常任委員会 

副議長　岡　孝夫 
3期目　58歳 

　
こ
の
た
び
、
5
月
9
日
開

催
の
臨
時
会
に
お
い
て
選
挙

の
結
果
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
職

責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
 

　
地
方
分
権
の
進
展
と
と
も

に
自
治
体
の
自
主
決
定
、
ま

た
自
己
責
任
の
範
囲
は
拡
大

し
て
お
り
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
決
機
関
と
し

て
の
議
会
の
役
割
は
い
よ
い

よ
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
に
も
ま
し
て
積

極
的
に
地
域
に
出
か
け
、
町

民
の
皆
様
か
ら
直
接
の
声
を

聴
く
こ
と
に
よ
り
的
確
に
行

政
需
要
を
把
握
し
、
町
の
施

策
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
で
、

本
町
の
発
展
と
町
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
昨
年
実
施
し
ま
し

た
初
め
て
の
議
会
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
議
会
や
議
員
活
動

に
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
く

一
方
、
町
民
と
議
会
と
の
信

頼
関
係
を
構
築
す
べ
き
な
ど

の
厳
し
い
ご
意
見
も
頂
き
ま

し
た
。
調
査
結
果
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
よ
り
開
か
れ
た

信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く
り
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
議
会

基
本
条
例
の
見
直
し
に
も
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
 

　
自
ら
研
鑚
を
深
め
る
こ
と

や
議
員
間
討
議
に
よ
り
議
会

の
活
性
化
に
努
め
、
町
民
の

皆
様
か
ら
よ
り
信
頼
さ
れ
る

議
会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
 

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
町
議
会

の
活
動
や
町
政
に
対
し
ま
し

て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜

り
、
伝
統
あ
る
大
口
町
議
会

の
副
議
長
と
い
う
大
任
を
拝

す
る
こ
と
、
身
に
余
る
光
栄

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
同

時
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
 

　
全
力
で
議
長
を
お
支
え
し
、

公
正
、
か
つ
円
滑
な
議
会
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と

と
も
に
、
議
会
の
活
性
化
・

改
革
を
通
じ
、
住
民
の
皆
様

の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
す

よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
 

　
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

議長　丹羽　孝 
2期目　74歳 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

新
体
制
が
始
動
 

新
体
制
が
始
動
 

新
体
制
が
始
動
 5

月
9
日
、臨
時
会
で
平
成
30
年
度
の
議
会
体

制
を
決
定
し
ま
し
た
。
議
長
、副
議
長
を
選
び
、常

任
委
員
会
を
は
じ
め
各
種
委
員
会
な
ど
の
構
成

委
員
の
一
部
を
見
直
し
ま
し
た
。
 

大
口
町
議
会
 

大
口
町
議
会
 

議
会
運
営
委
員
会
 

委
員
定
数
　
8
人
 

議
会
運
営
や
議
長
の
諮
問
に

関
す
る
事
項
を
協
議
し
ま
す
。
 

副
委
員
長
　
伊

藤

　

浩

 

委
　
　
員
 

吉
田
　
正
・
岡
　
孝
夫
 

酒
井
正
宗
・
齊
木
一
三
 

柘
植
　
満
・
倉
知
敏
美
 

    
議
会
選
出
監
査
委
員
 

適
切
な
行
財
政
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
か
定
期
的
に
監
査

し
ま
す
。
 

 

各
種
委
員
会
等
委
員
 

地
域
交
通
推
進
会
議
 

宮
田
和
美
・
倉
知
敏
美
 

保
育
所
運
営
委
員
会
 

江
口
昌
史
・
大
竹
伸
一
 

伊
藤
　
浩
 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

船
戸
光
夫
・
酒
井
正
宗
 

柘
植
　
満
 

都
市
計
画
審
議
会
 

吉
田
　
正
・
船
戸
光
夫
 

鈴
木
義
彦
・
齊
木
一
三
 

伊
藤
　
浩
 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
 

鈴
木
義
彦
・
丹
羽
　
勉
 

青
少
年
問
題
協
議
会
 

丹
羽
　
勉
 

一
部
事
務
組
合
等
議
員
 

丹
羽
広
域
事
務
組
合
 

船
戸
光
夫
・
鈴
木
義
彦
 

伊
藤
　
浩
・
丹
羽
　
勉
 

倉
知
敏
美
 

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
 

吉
田
　
正
・
大
竹
伸
一
 

齊
木
一
三
 

愛
北
広
域
事
務
組
合
 

酒
井
正
宗
・
柘
植
　
満
 

宮
田
和
美
 

尾
張
水
害
予
防
組
合
 

江
口
昌
史
 

尾
張
北
部
環
境
組
合
 

大
竹
伸
一
・
齊
木
一
三
 

倉
知
敏
美
 

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
 

広
域
連
合
 

岡
　
孝
夫
 

委員長　酒井正宗 副委員長　鈴木義彦 

吉田　正 岡　孝夫 伊藤　浩 

柘植　満 丹羽　勉 

委員長　倉知敏美 副委員長　船戸光夫 

江口昌史 大竹伸一 齊木一三 

丹羽　孝 宮田和美 

　議会は、議会基本条例を施行した平
成27年度から、議会報告会を開催して
います。 
　平成29年度には、議会報告会の円滑
な実施・運営のため、「議会報告会プ
ロジェクト」を設置しました。住民に
より開かれた議会を目指し、議会活動
に多様な意見を反映していきます。 
リーダー　　　岡　孝夫 
サブリーダー　船戸光夫 
メンバー　　　吉田　正・江口昌史 
　　　　　　　大竹伸一・柘植　満 
　　　　　　　伊藤　浩 

議会報告会プロジェクト議会報告会プロジェクト
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非
難
よ
り
批
判
を
！
 

批
判
よ
り
提
言
を
！
 

提
言
よ
り
参
加
実
践
を
！
 

町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
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答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

木
野
春
徳
元
議
員
追
悼
 

　
木
野
春
徳
元
議
員
（
６４
）
が
、
平
成
３０
年
4
月
２６
日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
体
調
不
良
を
理
由
に
辞
職
さ
れ
た
直
後
の

こ
と
で
し
た
。
 

　
町
議
会
は
、
5
月
臨
時
会
（
5
月
9
日
）
の
冒
頭
、
黙
と

う
を
捧
げ
、
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
議
会
を
代
表
し
、

宮
田
和
美
議
長
が
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
こ
に
木
野
春
徳
元
議
員
の
あ
り
し
日
の
面
影
を
偲
び
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

大
口
町
議
会
議
員
一
同
 

「
お
別
れ
の
言
葉
」
 

 

　
大
口
町
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
お
別
れ
の
言
葉
を
申

し
上
げ
ま
す
。
 

　
四
月
二
十
一
日
、
奥
様
よ

り
渡
し
た
い
も
の
が
あ
り
ま

す
と
の
電
話
。
全
く
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
私
が
手
に
し
ま
し
た
封
筒

に
は
、
辞
職
届
の
文
字
が
書

か
れ
て
お
り
、
大
変
驚
き
ま

し
た
。
 

　
そ
の
僅
か
数
日
後
、
あ
な

た
の
逝
去
の
報
に
接
し
、
一

瞬
、
息
が
止
ま
っ
た
感
じ
を

受
け
ま
し
た
。
 

　
貴
方
は
、
私
た
ち
の
先
輩

と
し
て
、
平
成
十
五
年
五
月

に
町
議
会
議
員
と
し
て
初
当

選
さ
れ
て
以
来
、
議
長
を
は

じ
め
多
く
の
議
会
の
役
職
を

果
た
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
四
期
目
に
入
り
、
そ
の

こ
ろ
よ
り
体
調
の
方
が
少
し

優
れ
ず
、
三
月
の
定
例
会
最

終
日
も
病
を
押
し
て
出
席
さ

れ
、
そ
の
責
任
感
の
強
さ
に

感
心
し
ま
し
た
。
 

　
志
半
ば
で
の
旅
立
ち
、
さ

ぞ
、
ご
無
念
で
し
ょ
う
が
、

後
は
私
た
ち
に
お
任
せ
く
だ

さ
い
。
貴
方
の
政
治
姿
勢
を

守
り
、
大
口
町
の
発
展
の
た

め
尽
力
を
い
た
す
所
存
で
あ

り
ま
す
。
 

　
天
か
ら
、
大
口
町
の
発
展
、

同
僚
議
員
の
活
動
、
そ
し
て
、

残
さ
れ
た
木
野
家
の
皆
さ
ん

を
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
 

　
名
残
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
貴
方
と
交
流
が
出

来
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
 

　
ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り

く
だ
さ
い
。
 

　
貴
方
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
し
、
お
別
れ
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 平
成
30
年
5
月
9
日
 

　
　
大
口
町
議
会
 

議
長
　
宮
田
　
和
美
 

平
成
１５
年
5
月
 

平
成
１９
年
5
月
 

平
成
２２
年
5
月
 

平
成
２３
年
5
月
 

平
成
２４
年
5
月
 

平
成
２５
年
5
月
 

平
成
２７
年
5
月
 

－ 役職歴 － 

町
議
会
議
員
に
初
当
選
 

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
 

副
議
長
 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
 

議
長
 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
 

議
長
 

議員活動の様子 

お別れの言葉を述べる宮田議長 

6月議会で決まったおもな内容 

 
○町提出（14議案・1諮問） 
 
 
 
 
 
○陳情　採択の結果 

6月定例会を、6月4日から22日までの19日間の会期で開催しました。 
税条例等の一部改正、放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に
関する条例の一部改正、平成30年度の補正予算、道路線の廃止、道路線の
変更、道路線の認定、固定資産評価審査委員会委員の選任など 

 
採決の結果、14議案・1諮問を全会一致で可決しました。 

 
【採択】　1件　　【聞き置く】　5件 
 

一般質問では、5議員が町政全般にわたり質問しました。 

大口北児童センター 

給
与
所
得
控
除
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

保
税
等
へ
の
影
響
は
。
 

給
与
所
得
控
除
の
減
額

と
あ
わ
せ
て
基
礎
控
除
額
が

増
額
さ
れ
る
た
め
、
国
保
税

に
つ
い
て
は
、
高
額
所
得
者

以
外
は
影
響
な
い
。
 

た
ば
こ
税
は
消
費
税
が

上
が
っ
た
場
合
に
上
げ
る
と

聞
い
た
が
、
こ
れ
が
ま
た
延

期
に
な
っ
た
場
合
に
こ
の
条

例
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

消
費
税
は
町
の
条
例
に

直
接
関
係
が
な
い
た
め
、
消

費
税
が
上
が
る
こ
と
で
町
の

条
例
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
 

 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

中
小
企
業
の
設
備
投
資

の
支
援
特
例
措
置
に
よ
り
、

ど
れ
ぐ
ら
い
の
企
業
が
恩
恵

を
受
け
る
の
か
。
 

町
内
に
は
お
よ
そ

6
7
0
（
※
）
の
企
業
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
8
割
強
が
対

象
と
な
り
う
る
。
 

※
法
人
町
民
税
均
等
割
納
税

義
務
者
の
数
 

放
課
後
児
童
支
援
員
の

対
象
者
を
拡
大
し
た
こ
と
に

よ
り
、
本
町
で
希
望
す
る
人

は
い
る
か
。
 

該
当
す
る
職
員
は
い
な

い
。
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税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
個
人
町
民
税
に
お
け
る
給
与
所
得
控
除
等
の
見
直
し
や
、

町
た
ば
こ
税
の
税
率
変
更
の
ほ
か
、中
小
企
業
の
設
備
投
資

の
支
援
特
例
措
置
の
創
設
。 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

　
基
準
と
な
る
省
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
、放
課
後

児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
の
規
定
の
明
確
化
、及
び
資
格
要

件
の
拡
大
。 

5 4

条
例
の
制
定
・
改
正
 



答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 

問 □ 

陳
情 

　
6
月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
6
件
の
陳
情
は
、
総

務
建
設
常
任
委
員
会
で

審
査
し
ま
し
た
。
 

 ・
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 ・
適
正
な
下
請
単
価
や
賃
金
・

労
働
条
件
を
確
保
で
き
る

公
契
約
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 ・
す
べ
て
の
労
働
者
に
、
安

定
し
た
雇
用
と
1
日
8
時

間
で
暮
ら
せ
る
人
間
ら
し

い
働
き
方
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
 

（
聞
き
置
く
） 

 ・
住
民
の
安
全
・
安
心
を
支

え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
体
制
・

機
能
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 ・
地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

 ・
沖
縄
県
民
の
民
意
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
地
方
自
治

を
尊
重
し
、
辺
野
古
の
新

基
地
な
ど
米
軍
基
地
建
設

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会
 

代
表
　
榑
松
　
佐
一
 

 

議員提出議案 プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と

い
う
の
は
、
基
本
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
 

指
名
競
争
入
札
と
は
違

い
、
価
格
面
だ
け
で
は
な
く
、

使
い
勝
手
な
ど
も
含
め
て
総

合
的
に
評
価
し
て
契
約
者
を

決
定
す
る
も
の
。
 

 

今
回
の
契
約
金
額
は
、

町
が
予
定
し
て
い
た
価
格
と

ど
れ
く
ら
い
違
う
の
か
。
 

予
定
価
格
よ
り
約

4
8
3
万
円
（
税
抜
）
低
い

金
額
で
の
契
約
と
な
っ
た
。
 

 

民
間
保
育
所
運
営
費
補

助
金
追
加
に
よ
り
一
般
財
源

が
増
加
し
た
理
由
は
。
 

子
ど
も
子
育
て
支
援
法

の
改
正
に
よ
り
、
国
と
県
の

三
歳
未
満
児
に
対
す
る
負
担

金
額
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
、

及
び
看
護
師
を
雇
用
す
る
め

ど
が
立
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
。
 

町
道
役
場
前
線
工
事
費

の
減
額
の
理
由
は
。
 

町
道
秋
田
２１
号
線
と
町

道
役
場
前
線
の
2
路
線
の
工

事
に
つ
い
て
交
付
金
を
要
望

し
て
い
た
が
、
内
示
さ
れ
た

金
額
が
当
初
予
定
し
て
い
た

金
額
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
現
在
の
進
捗
状
況

を
含
め
検
討
し
、
町
道
秋
田

２１
号
線
に
交
付
金
を
配
分
す

る
こ
と
に
し
た
た
め
。
 

申
請
者
の
資
格
要
件
に

記
載
さ
れ
て
い
る
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ

い
て
、
本
町
に
は
あ
る
の
か
。
 

本
町
の
ほ
か
、
近
隣
に

も
な
く
、
三
河
地
方
に
13
の

事
業
所
が
あ
る
。
 

 

指
定
介
護
予
防
支
援
事

業
者
が
連
携
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
機
関
と
し
て
、

障
害
福
祉
制
度
の
相
談
機
関

と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。
 

相
談
機
関
と
い
う
の
は

障
が
い
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
事
業
所
と
な
り
、

町
内
に
は
3
つ
あ
る
。
 

 

今年度の工事を見送ることになった町道役場前線 

今年度、工事が予定されている町道秋田21号線 

　1議案を全員賛成で可決し、議会から国の機関などへ意見書を送付しました。 

【地方財政の充実・強化を求める意見書】 

　地方自治体は、子育て支援、医療、介護などの社会保障、地域交通の維持など、その果たす役割が拡
大していることに加え、高齢社会問題への対応などの政策課題に直面しており、こうした課題に適切に
対応し、今後も質の高い公共サービスを維持するためには、実態に見合った歳出、歳入を的確に見積も
り、これらに見合う一般財源総額を確保することはもとより、国と地方自治体が十分な協議を行った上
で、地方財政計画、地方税、地方交付税のあり方を決定することが極めて重要である。 
　国は、財務省が自治体の基金残高の増加を口実に地方財政余裕論を展開した経緯を懸念すると共に、
公共サービスの質の確保と地方自治体の安定的な行財政運営を実現するためにも、今後の地方財政計画
に十分な配慮をすべきである。 
　よって、本町議会は、政府に対し下記の事項について、強く要望する。 
 

記 
 
1．社会保障、環境対策、地域交通対策、高齢社会対策など、増大する地方自治体の財政需要を的確に把

握するとともに、地方の安定的な財政運営に必要となる一般財源の総額を確保すること。 
 
2．子ども、子育て支援新制度、地域医療構想の策定、地域包括ケアシステム、生活困窮者自立支援、介

護保険制度や国民健康保険制度の見直しなど、急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するた
めの社会保障関係予算の確保及び所要の地方財政措置を講ずること。 

 
3．法人住民税　法人税割率の改正の施行日が、平成31年10月に迫って来ている。その影響を大幅に受

ける本町のような市町村に対し十分な配慮をすること。 
 
4．本町の基金は、災害対応、住民の福祉向上のため必要な事業に対応できるよう、住民のご理解とご協

力を得ながら財政支出の節減等に努め、積み立てたものであり、同様の市町村は多くあると思われる。
このため、全体の基金残高が増加していることのみをもって、地方財源の圧縮は行わないこと。 

 
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。  
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指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
 

　
介
護
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、共
生
型
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
基
準
の
新
設
の
ほ
か
、

申
請
者
の
資
格
要
件
を
追
加
。 

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
、運
営

等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
 

　
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
が
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
機
関
と
し
て
、障
害
者
福
祉
制
度
の
相
談
機
関
を
加

え
る
ほ
か
、指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
対
し
て
指
定
介

護
予
防
支
援
に
関
す
る
利
用
者
へ
の
説
明
等
を
義
務
付
け
。 

　
庁
舎
内
で
使
用
す
る
情
報
系
シ
ス
テ
ム（
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

の
機
器
更
新
を
行
う
た
め
に
、議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
っ
た

も
の
。 

﹇
歳
出
　
民
生
費
・
土
木
費
﹈ 
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財
産
の
取
得
に
つ
い
て
 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 



若
者
の
移
住
・
定
住

に
つ
い
て
本
町
の
考

え
は
。
 

人
口
構
成
を

バ
ラ
ン
ス
の

あ
る
形
に
す
る
こ
と
で
、
持

続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
 

　
ま
ず
は
、
大
口
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
に
、
大
口
町
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
情
報
の
収
集
と
発
信
を
お

こ
な
い
、
将
来
的
に
は
U
タ

ー
ン
や
移
住
、
定
住
に
つ
な

が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
 

将
来
的
に
大
口
町
に

定
住
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
新
婚
世
帯
が
大
口

町
内
で
賃
貸
住
宅
を
契
約
し

た
場
合
、
月
額
1
万
円
の
助

成
を
。
 

移
住
は
進
む

が
、
必
ず
し

も
定
住
に
は
つ
な
が
ら
な
い

た
め
、
今
後
慎
重
に
考
え
て

い
く
。
 

大
口
町
内
に
住
宅
を

取
得
し
た
子
育
て
世

代
に
対
し
、
新
築
で
30
万
円
、

中
古
で
15
万
円
の
助
成
を
。
 

当
面
は
ま
ち

の
魅
力
の
発

見
・
発
信
に
主
眼
を
置
き
、

大
口
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

を
呼
び
込
む
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
し
、
そ
の
よ
う
な
環

境
が
醸
成
さ
れ
る
段
階
に
至

れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

子
育
て
世
代
と
親
族

が
同
居
す
る
た
め
に

行
っ
た
増
改
築
工
事
に
対
し

助
成
を
。
 

子
育
て
世
帯

と
親
世
帯
が

近
く
に
住
む
こ
と
は
、
双
方

に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

た
め
、
こ
の
よ
う
な
制
度
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

大
口
町
を
ふ
る
さ
と

と
し
て
定
住
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
出
産
祝
い
金

の
助
成
を
。
 

本
町
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
に
基
づ
い
た
、
若
者
の

移
住
・
定
住
促
進
対
策
の
取

組
み
方
針
か
ら
鑑
み
る
と
、

や
や
経
済
的
支
援
の
方
向
に

焦
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
る
。
 

　
ま
ず
は
本
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人
と
つ
な
が
り
、
同
時

に
受
け
入
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

江
口 

江
口 

江
口 

江
口 

江
口 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

江 口 昌 史  

一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

プロモーション戦略の一環で作成した
PRポスター 

子育て世代の方が感じる大口町の魅力は？ 

若
者
の
移
住
・
定
住
促
進
対
策
は
 

ま
ち
づ
く
り
部
長  

当
面
は
ま
ち
の
魅
力
の 

　
発
見
・
発
信
に
主
眼
を
置
く 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

5議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

江口昌史 

伊藤　浩 

船戸光夫 

柘植　満 

吉田　正 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

若者の移住・定住促進対策は 
 

大口中学校の教科センター方式　中身の大まかな特色は 
 

防災・震災時の対応　要配慮者、地域支援者の避難訓練は 
 

性的少数者（LGBT）への理解と支援を 
大口町恋づくり出会い支援事業を 

小規模企業の声を条例に 
ヒバクシャ国際署名を役場でも取り組んで 

P9 

P10 

P11 

P12 

P13

文部科学省からの通知が各都道
府県教育委員会に対して送付された。
本町でも実施を。 
 
新入学児童生徒の学用品費等は、
対象の保護者に対し、入学前の3
月中の支給を考えている。 

吉
田
　
正
 

平
成
２９
年
6
月
定
例
会
 

新入学予定児童・生徒に対する 
学用品費の前倒し支給を 

問 

答 

本町でも、避妊・去勢手術費の助
成を。 
 
平成29年度、町に寄せられた相談
件数は、現在のところ、野良猫1件、
迷い犬2件。26年度以降、増加傾
向のため、今後、相談件数が増えれ
ば検討する。 

酒
井
正
宗
 

動物の避妊・去勢手術費の助成を 

問 

答 

就学援助事務取扱要綱を改正し、平成
30年度の新入学児童生徒の保護者で、
対象となる方からの申請を受け、入学
前の平成30年2月に支給した。 

質問者の満足度 １２月までに支給され
るともっとイイネ！！ 

相談件数が増加傾向にあるので、近隣
市町の避妊・去勢手術費の助成状況を
調査して検討。 

質問者の満足度 動物の避妊、去勢手
術費助成の早期実
現を望みます！ 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・ 

・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

がんばれ 

がっかり 

一
　
般 

質
　
問 
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伊 藤 　 浩  

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

各
学
年
の
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
と
各
教
科
教
室

の
配
列
状
況
は
。
 

ホ
ー
ム
ル
ー

ム
は
、
国
語
、

数
学
、
社
会
、
英
語
の
教
科

用
教
室
も
兼
ね
て
い
る
。
 

　
教
室
配
置
図
の
資
料
（
下

図
）
を
参
照
。
 

異
学
年
交
流
の
ブ
ロ

ッ
ク
制
は
、
ど
ん
な

行
事
等
で
導
入
し
て
い
る
の

か
。
 

体
育
大
会
の

応
援
合
戦
、

合
唱
や
日
常
的
な
独
自
の
取

組
み
等
の
ほ
か
、
活
動
の
集

大
成
で
あ
る
一
泊
二
日
の
宿

泊
研
修
が
あ
る
。
 

学
習
用
具
の
持
ち
運

び
を
中
心
に
、
生
徒

の
一
日
の
動
き
の
概
要
説
明

を
。
 

朝
の
会
終
了

後
に
1
、
2

時
間
目
の
授
業
に
必
要
な
も

の
を
手
提
げ
袋
に
入
れ
教
室

を
移
動
す
る
。
 

　
2
時
間
目
終
了
後
、
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
に
戻
り
、
次
の
2

時
間
分
に
必
要
な
も
の
と
入

れ
替
え
る
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

に
戻
り
給
食
を
食
べ
、
掃
除

を
し
た
あ
と
は
昼
休
み
を
挟

み
、
午
後
の
授
業
に
必
要
な

も
の
を
持
っ
て
教
室
を
移
動
。

6
時
間
目
終
了
後
は
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
で
帰
り
の
会
を
行
う
。
 

1
年
生
と
保
護
者
の

反
応
は
 入

学
当
初
は

教
室
の
場
所

が
わ
か
ら
ず
困
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
だ
が
、
し
ば
ら
く
す

る
と
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な

く
な
っ
て
い
く
と
観
察
し
て

い
る
。
 

　
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
教

室
移
動
や
、
荷
物
の
持
ち
運

び
の
負
担
を
気
に
か
け
る
声

を
よ
く
聞
く
。
 

　
そ
こ
で
、
教
科
セ
ン
タ
ー

方
式
の
学
校
生
活
の
様
子
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
学

校
6
年
生
の
保
護
者
に
は
年

3
回
開
催
す
る
学
校
公
開
の

案
内
を
し
て
い
る
。
 

生
徒
や
保
護
者
の
不

満
や
困
っ
て
い
る
点

を
把
握
し
、
改
善
で
き
る
も

の
は
即
刻
改
善
す
べ
き
。
町

長
の
見
解
を
。
 

保
護
者
は
、
こ
の
方

式
の
経
験
が
な
い
の

で
不
安
に
思
わ
れ
る
の
は
事

実
。
 

　
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
の
見

直
し
は
一
朝
一
夕
で
で
き
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、
卒
業

生
を
は
じ
め
様
々
な
人
た
ち

の
意
見
を
聞
い
て
検
証
し
、

今
後
の
方
向
性
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
。
 

　
し
か
し
、
保
護
者
の
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
は
明
日
か

ら
で
も
で
き
る
こ
と
な
の
で
、

教
育
長
と
も
相
談
し
な
が
ら

教
育
現
場
の
皆
さ
ん
と
話
し

合
い
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

た
い
。
 

伊
藤 

伊
藤 

町
長 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

派
遣
指
導
主
事 

派
遣
指
導
主
事 

派
遣
指
導
主
事 

派
遣
指
導
主
事 

指
定
避
難
所
で
は
避

難
者
が
運
営
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
避
難
所
ご
と

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ
れ

て
い
る
の
か
。
 さ

つ
き
ヶ
丘

防
災
セ
ン
タ

ー
に
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
作
成
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
指
定
避

難
所
は
、
施
設
ご
と
に
作
成

し
て
い
な
い
。
 

避
難
所
に
お
い
て
予

想
さ
れ
る
行
動
を
記

し
た
手
順
書
の
よ
う
な
も
の

で
良
い
と
思
う
が
。
 

町
の
地
域
防

災
計
画
に
は

基
本
事
項
等
を
記
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
で
行
動
に
移

す
に
は
、
や
や
不
十
分
で
あ

る
た
め
、
手
順
的
な
も
の
か

ら
作
成
す
る
の
も
ひ
と
つ
の

手
法
。
 

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
で
き
る

だ
け
や
り
や
す
い
手
法
を
模

索
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
も

大
切
と
考
え
る
。
 

町
の
防
災
計
画
に
記

載
さ
れ
た
避
難
所
に

お
け
る
共
通
ル
ー
ル
に
は
、

女
性
の
視
点
で
避
難
所
を
考

え
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し

て
い
る
の
か
。
 様

々
な
方
が

避
難
さ
れ
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
点
も
考
慮
し
て

い
る
。
 

要
配
慮
者
、
地
域
支

援
者
の
避
難
訓
練
が

必
要
と
思
う
が
考
え
は
。
 

避
難
行
動
要

支
援
者
に
対

す
る
支
援
を
行
政
区
、
地
域

自
治
組
織
、
行
政
の
3
者
で

話
し
合
い
を
重
ね
て
き
た
。

こ
の
話
し
合
い
の
中
で
、
避

難
訓
練
の
実
施
の
あ
り
方
な

ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

防
災
行
政
無
線
の
戸

別
受
信
機
及
び
あ
ん

し
ん
安
全
ね
っ
と
の
現
在
の

普
及
状
況
は
。
 防

災
行
政
無

線
の
戸
別
受

信
機
は
、
平
成
30
年
3
月
末

の
時
点
に
お
い
て
、
一
般
世

帯
（
寮
及
び
施
設
除
く
）は

4,
1
5
5
世
帯
に
設
置
さ
れ
、

あ
ん
し
ん
安
全
ね
っ
と
は

2,
2
1
8
人
が
登
録
し
て

い
る
。
 

各
家
庭
で
の
食
糧
・

水
の
備
蓄
状
況
は
把

握
さ
れ
て
い
る
か
。
 

第
7
次
総
合

計
画
を
作
成

す
る
際
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
約
7
割
の
家
庭

で
1
日
以
上
の
備
蓄
が
あ
る

と
の
こ
と
。
 

　
し
か
し
、
現
在
、
本
町
が

呼
び
か
け
て
い
る
7
日
以
上

の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
僅
か

2.9
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

船 戸 光 夫  

一
　
般 

質
　
問 

船

戸

光

夫

 

町ホームページ 
あんしん・安全ねっとの紹介コーナー 
http://www.town.oguchi.aichi.jp/2397.htm

ぜひ、この機会にご登録を！ 

地域指定避難所のさつきヶ丘防災センター 

大口中学校の教室配置図の一部（北館3階） 

大口中学校の授業の様子 

中
身
の
大
ま
か
な
特
色
は
 

派
遣
指
導
主
事  

教
科
指
導
の
充
実
、教
科
ご
と
に
教
室
移
動
、 

異
学
年
交
流
の
ブ
ロ
ッ
ク
制
導
入
 

大
口
中
学
校
の
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式 

QRコード 

要
配
慮
者
、地
域
支
援
者
の
避
難
訓
練
は
 

健
康
福
祉
部
長 

行
政
区
、地
域
自
治
組
織
、行
政
の
3
者
で
検
討 

防
災
・
震
災
時
の
対
応 

Aブロック Bブロック 
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大
口
町
は
、
平
成
31

年
度
中
に
中
小
企
業

振
興
条
例
を
制
定
す
る
た
め

に
、
中
小
企
業
家
同
友
会
と

勉
強
会
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

条
例
の
名
前
に
小
規
模
企
業

を
加
え
、
小
規
模
企
業
の
声

を
大
切
に
す
る
条
例
制
定
を
。
 

愛
知
県
中
小

企
業
家
同
友

会
尾
北
地
区
の
会
長
を
は
じ

め
会
員
の
皆
さ
ん
に
主
導
し

て
い
た
だ
き
、
条
例
制
定
に

向
け
て
、
町
内
事
業
所
を
は

じ
め
商
工
会
、
金
融
機
関
、

行
政
が
出
席
し
て
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
る
。
 

　
今
年
の
5
月
に
開
催
さ
れ

た
勉
強
会
に
お
い
て
、
大
口

町
で
は
小
規
模
及
び
中
小
企

業
の
名
前
を
入
れ
た
条
例
に

し
て
い
き
た
い
と
い
う
よ
う

な
要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
 

　
条
例
制
定
に
向
け
た
条
例

検
討
委
員
会
の
設
置
に
あ
た

っ
て
は
、
よ
り
良
い
条
例
が

制
定
で
き
る
よ
う
、
愛
知
県

中
小
企
業
家
同
友
会
尾
北
地

区
の
皆
さ
ん
及
び
大
口
町
商

工
会
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
委
員
の
人
選
を
し

た
い
。
 

吉
田 

産
業
建
設
部
長 

柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

性
同
一
性
障
害
に
は
、

差
別
的
な
言
動
、
学

校
、
職
場
で
不
当
な
扱
い
を

受
け
、
偏
見
や
差
別
が
あ
る
。
 

　
理
解
や
周
知
も
含
め
、
本

町
の
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

に
性
的
多
様
性
を
盛
り
込
む

べ
き
で
は
。
 

本
町
に
お
い

て
は
大
き
く

表
面
化
し
て
い
る
実
態
は
把

握
し
て
お
ら
ず
、
現
計
画
で

は
具
体
的
な
基
本
的
課
題
と

は
し
て
い
な
い
が
、
広
く
人

権
問
題
と
し
て
、
プ
ラ
ン
の

重
点
目
標
「
個
を
尊
重
す
る

人
づ
く
り
」
の
基
本
的
事
項

「
人
権
尊
重
の
理
解
の
啓
発
」

の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
 

　
現
計
画
に
は
計
画
期
間
の

中
間
年
度
に
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
よ
る
進
行
状
況
調
査

を
実
施
す
る
旨
を
盛
り
込
ん

で
あ
る
た
め
、「
性
的
な
多
様

性
」
も
含
め
「
様
々
な
要
因

に
よ
る
困
難
を
抱
え
る
方
々
」

の
調
査
を
行
い
、
必
要
な
施

策
を
考
え
る
と
と
も
に
、
よ

り
多
く
の
住
民
の
助
け
と
な

る
計
画
に
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
 

職
員
の
知
識
理
解
を

深
め
る
た
め
の
啓
発
、

研
修
を
。
 こ

れ
ま
で
の
と

こ
ろ
実
績
は
な

い
が
、
先
日
、
L
G
B
T
の

理
解
に
関
す
る
講
座
の
案
内

が
あ
っ
た
た
め
、
受
講
者
の

募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
4

人
の
職
員
か
ら
応
募
が
あ
っ

た
。
 

　
今
後
も
研
修
を
含
め
職
員

へ
周
知
し
て
い
き
た
い
。
 

本
町
の
教
育
現
場
に

お
け
る
指
導
の
現
状

は
。
 

道
徳
の
授
業

で
使
用
す
る

教
科
書
や
副
読
本
に
掲
載
さ

れ
た
、
他
者
を
知
り
、
理
解

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
活
用
し

て
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

 

晩
婚
化
が
加
速
。
 

出
会
い
が
な
い
若
者

も
多
く
、
将
来
の
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
 

　
一
宮
市
や
江
南
市
等
は
、

観
光
資
源
を
活
用
し
た
恋
づ

く
り
支
援
事
業
を
開
催
し
喜

ば
れ
て
い
る
。
 

　
本
町
で
も
若
者
た
ち
の
出

会
い
の
場
作
り
に
取
り
組
め

な
い
か
。
 

本
町
に
お
い

て
も
平
成
21

年
、
22
年
、
及
び
24
年
に
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
経

緯
が
あ
る
。
 

　
し
か
し
、
町
外
の
参
加
者

が
多
く
、
そ
の
後
の
成
果
と

し
て
経
過
を
追
う
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
等
か
ら
、
公
費

投
入
に
対
す
る
疑
問
が
あ
り
、
 

継
続
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
 

　
開
催
す
る
意
義
は
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
過
去
の
経
緯

か
ら
行
政
が
主
体
的
に
行
う

も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
て

い
る
の
で
、
民
間
や
N
P
O

等
が
開
催
す
る
場
合
に
は
、

情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
（
被
団

協
）
は
、
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が
訴
え
る

核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
（
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
）
』
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
 

　
署
名
は
、
「
被
爆
者
は
、

す
み
や
か
な
核
兵
器
廃
絶
を

願
い
、
核
兵
器
を
禁
止
し
廃

絶
す
る
条
約
を
結
ぶ
こ
と
を
、

す
べ
て
の
国
に
求
め
ま
す
」

と
い
う
内
容
で
、
国
連
に
提

出
す
る
署
名
。
 

　
津
島
市
や
滋
賀
県
栗
東
市

で
は
、
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
署
名

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

　
大
口
町
で
も
行
っ
て
ほ
し

い
。
 

毎
年
7
月
下
旬

に
健
康
文
化
セ

ン
タ
ー
で
実
施
す
る
「
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真

パ
ネ
ル
展
」
に
あ
わ
せ
て
実

施
し
た
い
。
 

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
同
時

期
に
役
場
本
庁
舎
に
お
い
て

も
パ
ネ
ル
展
を
予
定
し
て
お

り
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
同

様
に
実
施
し
た
い
。
 

吉
田 

総
務
部
長 

吉 田 　 正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

パネル展にあわせて実施が予定され
る署名 

被爆者の方たちが呼びかける国際署
名の案内 性同一性障害である著者の苦悩が記された半生記 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
役
場
で
も
取
り
組
ん
で
 

総
務
部
長  

パ
ネ
ル
展
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
い 

小
規
模
企
業
の
声
を
条
例
に
 

産
業
建
設
部
長 

小
規
模
事
業
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
す
す
め
る 

大
口
町
恋
づ
く
り
出
会
い
支
援
事
業
を
 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

民
間
団
体
等
が
開
催
す
る
も
の
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
を
提
供
 

性
的
少
数
者
（
L
G
B
T
）へ
の
理
解
と
支
援
を
 

地
域
協
働
部
長 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
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氏　名 支出内容 

吉田　正 

岡　孝夫 

船戸光夫 

江口昌史 

酒井正宗 

鈴木義彦 

大竹伸一 

齊木一三 

柘植　満 

伊藤　浩 

丹羽　孝 

宮田和美 

丹羽　勉 

木野春徳 

倉知敏美 

合　　　　　　　計 

交付額 

53,650 

36,200 

0 

30,000 

47,974 

48,136 

50,136 

19,312 

50,812 

52,186 

19,612 

0 

56,127 

0 

0 

464,145

支出額 

53,650 

36,200 

0 

30,000 

47,974 

48,136 

50,136 

19,312 

50,812 

52,186 

19,612 

0 

56,127 

0 

0

支出額の内訳 

調査研究費 

資料購入費 

調査研修費 

- 

研修費 

研修費 

研修費 

研修費 

資料購入費 

調査研究費 

調査研究費 

研修費 

資料購入費 

研修費 

資料購入費 

調査研究費 

- 

研修費 

資料購入費 

- 

-

33,679 

19,971 

36,200 

0 

30,000 

47,974 

48,136 

48,136 

2,000 

19,312 

19,612 

15,000 

16,200 

48,298 

3,888 

19,612 

0 

52,780 

3,347 

0 

0

行政視察　　東京都西多摩郡日の出町 

書籍購入　　「住民と自治誌」等 

行政視察　　岩手県胆沢郡金ヶ崎町 

セミナー受講「私がうなった質問はこれだ」他 

セミナー受講「議会運営の理論と実務」 

セミナー受講「議会運営の理論と実務」 

セミナー受講「議会運営の理論と実務」 

書籍購入　　「地方議員ハンドブック」 

行政視察　　長野県松本市 

行政視察　　長野県松本市 

セミナー受講「予算議会前におさえておきたいポイント2」 

書籍購入　　「ゼンリン住宅地図」 

セミナー受講「議会運営の理論と実務」 

書籍購入　　「地方議員あいさつ例文集」 

行政視察　　長野県松本市 

 

セミナー受講「私がうなった質問はこれだ」他 

書籍購入　　「未来の年表」等 

○　政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために交付される費用です。 

大口町議会では、実費後払い方式により各議員に年間6万円を限度に交付します。 
政務活動費の適正な使用と使途の透明性を高めるため、議員の責務や議長の調査権、 
情報公開の規定を定めています。 

http://www.town.oguchi.aichi.jp/4580.htm

○　各議員の使途詳細等は、議会のホームページに掲載しています。 

各議員は政務活動費をこのように使いました（使途の概要：29年4月～30年3月分） 単位：円 

平成29年度　政務活動費 収支報告 

大口町議会 政務活動費 

議会報告会を開催します！ 

総務建設常任委員会 

　今年度の議会報告会は、大口町議会が設置する常任委員会のうち総務建設常任委員会と文教福祉常任委員会
の二つに分かれて開催し、それぞれの常任委員会が所管する事項のテーマについて住民の皆さまとの意見交換
を予定しています。 

※開催日が近づきましたら、改めて行政無線や町議会ホームページ等でお知らせします。 

開催日　平成30年10月20日（土） 
時　間　午後1時30分から午後3時30分 
会　場　河北学習等供用施設 
テーマ　空き家対策、コミュニティバスなど 

文教福祉常任委員会 

開催日　平成30年10月21日（日） 
時　間　第1部　午前9時30分から午前10時20分 
　　　　第2部　午前10時30分から午前11時20分 
会　場　大口町健康文化センター1階　多目的室 
テーマ　第1部　大口町の教育 
　　　　第2部　認知症対策 

昨年度の議会報告会の様子 

至犬山 

国道41号線 

上小口2丁目 

健康文化 
センター西 

中小口4丁目 

河北グランド 

五条川 

会場 

会場 

総合グランド 

大口町役場 

五条川 

至江南 至犬山 

皆さまの声を 
お聞かせください。 
お待ちしています。 

北 

北 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
9月定例会予定 

9月 3日（月） 提案説明 
9月 6日（木） 一般質問 
9月 7日（金） 一般質問 
9月11日（火） 質疑 
9月12日（水） 質疑・委員会付託 
9月18日（火） 総務建設常任委員会 
9月20日（木） 文教福祉常任委員会 
9月27日（木） 討論・採決 
※開始時刻は、いずれも午前9時30分から。 
※日程は、変更になる場合があります。 

議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　下小口の身近に落語を演じることを趣味にし
ている方がいることに驚きました。下小口地区
の敬老会で一席披露されましたが、敬老会の余
興で落語は初めてで新鮮でした。 
　これからも頑張ってください。　　（酒井正宗） 

高座にあがる近藤さん 
地元の行事でのお披露目 

♪　芸名は？又芸名の由来は？ 
　芸名は「小豆亭かおなし」と言います。自
宅で飼っている犬の名前からとりました。 

 
 

♪　落語を始めたきっかけは？ 
　子どもが小さいころに、よく本の読み聞か
せをしていましたが、その中に「落語絵本」
というものがあり、落語家風？に読むのが好
きでした。子どもが大きくなり、そういうこ
ともなくなりましたが、3年ほど前にカルチ
ャー教室に落語の講座があったので、50の手
習いで始めました。 
 

♪　落語の発表はどんな場所ですか？ 
　教室の有志で年に2回くらい公共施設や大
須演芸場を借りて、素人落語会をやっています。 

 

♪　落語は趣味ということですが、本業は？ 
　地方公務員です。 

月
定

例
会

 N
o.2

1
6

平
成

3
0

年
7

月
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長
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大
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岡
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表紙の写真 

　大口南小学校と名古屋市

立白鳥小学校の5年生同士

の交流事業で行われた、堀

尾跡公園での学習会。昭和

41年から始まり、今年で53

回目を迎えました。 

近所の落語家 
近藤 昌利さん 

新体制が始動　正副議長就任のごあいさつほか 
一般質問　「若者の移住・定住促進対策は」ほか 
全議員　政務活動費の使いみち 
議会報告会開催のお知らせ 

～
～

6月9日 堀尾跡公園での学習会 6月9日 堀尾跡公園での学習会 
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